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1． は じめに

　南大西 洋収 束帯（SACZ ）は ， 南 半 球の 夏季 にア マ

ゾ ン か らブ ラジ ル 南東 部 を通 り南大 西洋 に 伸 び

る 降水 帯 で あ る 。 SACZ の 亜熱 帯域 の 部 分は 、

SPCZ や梅 雨前線帯 と類似の 性質を有す る亜 熱帯

収束帯 （Kodama 　1992
，
1993 ）の

一
つ で あ る。 こ

れ ら 3 本 の 亜熱帯収 束帯の 中で 、SACZ の 特異な

性質 と して 、そ の 位置が 比 較的一定 して い る こ と

が指摘 で き る。南北方 向の 移 動は あるもの の 、気

候学 的に は ブ ラジ ル 高原 （ブラ ジル 南東 部 に ある

標 高 1000m 程 度の 高原）を通 る位 置に ほ ぼ一定

し て い る 。 季節進行 に 伴 っ て 位置が 北上 す る梅雨

前線 帯や 、ENSO に伴 っ て 東 西方 向 に 大 き く シ フ

トす る SPCZ とは 対照 的で あ る 。 本研 究で は 、 ブ

ラ ジ ル 高原 が SACZ に及 ぼす影響 を明 らか にす る

こ とを 目的 と して 、長期 間の デー
タ の 統計解析 と

数値実験を行 っ た 。

2． 統計解析

　27 年間の 1 月 と 2A 、計 54 ヶ 月に つ い て，月

平均 CMAP 降水デ ー
タ と NCEP ／NCAR デ ータ を

用 い て 統計解析を行 っ た。SACZ はブ ラ ジ ル 高原

を通 る位置 に あ る とき に最 も発 達 し，大 西 洋上 ま

で 長 く伸び る こ と がわ か っ た。また SACZ が ブ ラ

ジ ル 高原 を通 る位置に ある とき 、
ブ ラ ジ ル 高原 の

南西 側 に 下層 の 低気圧 性 循環 が現 れ る こ と、渦度

収支解析 の 結 果か ら、ブ ラジ ル 高原付近 に維持 さ

れ る上 昇 流 が そ の 南西側 に低 気圧 循環 を作 る こ

とがわか っ た 。 こ の 低気圧 性循環 は 、 SACZ に 向

か う西風 を作 り、SACZ に お ける下層 の 収 束を強

める働 きを し て い た。

3．数値実験　　　　　　　　　　　　　
・

　 SACZ の 数値 実験 はい くつ か 行 われ て い るが 、

本研 究 はそれ らよ りも高 い 空間分解能（25km ）で

実験 を行 っ た 。 こ れ は 、ブ ラ ジ ル 高原 の 細か な 起

伏 に富 ん だ地 形 を再現 す るた め で ある。数値 モ デ

ル は 筑波 大学 陸域環 境研究セ ン タ
ー

（TERC ） で

改良 され た TERC −RAMS （領域大気モ デル ） を用

い た 。11 日間の ス ピ ン ア ッ プを と り，そ の 後 工 ヶ

月間の 積分結果 を解析 した 。 計算領域 は南米 大陸

と周辺 の 海域で 、境界条件 と初期条件は 6 時間毎

の NCEI ｝−NCAR 再解 析デ
ー

タ か ら与 え た。対象

と した期 間は、SACZ が 活発 で ブ ラジル 高原 を通

る気候学的 な位置に ほ ぼ停 滞 して い た 1985 年 1

月で あ る。行 っ た 感度実験 の 条件を次表 に示 す 。

名 称 水平分解能 標 準 実験（CntDか ら

の 変更箇所

Cntl 25km な し

Low −
reso ． 150km 分解 能 を下 げる

Reduced

topo．

25km ブ ラ ジル 高原 の 標

高 を半分 にす る

Stop　rain25km ブ ラ ジル 高 原 付 近

の 降水 を止 め る

Cntlで は 、 ブ ラ ジ ル 高原を通 る SACZ が ほ ぼ再

現 され た 。 ブ ラ ジル 高原 の 南西側 の 下層 の 低気圧

性循環 も実況 よ りも弱 い が ほ ぼ再現 された。その

他の 実験 で は 、い ずれ もブラ ジル 高原の 南西側の

低気圧性循環 が 弱 ま り、SACZ は本来の 位置 よ り

も南 下 し 降水 も弱 ま っ た。 こ の こ とか ら、低気圧

性循環 の 再 現 に は 高い 分解能 で ブ ラ ジ ル 高原 の

地 形 を表現す る こ とが 必 要で あ る こ と、ま た分解

能 を高 く保 っ て もブ ラジ ル 高原 の 降水 を止 め る

と低 気圧性 循環 を含む 循環 場 が変 わる こ とか ら 、

ブ ラ ジル 高原 の 力 学的効 果 よ り も ブ ラ ジル 高原

が 維持 ・強化す る降水 に 伴 う潜熱加熱 が 循環場の

維持に重要で あ る こ と が示唆 され た 。

4． ま とめ

　ブ ラ ジ ル 高原は SACZ の 形成維 持に貢献 して お

り ， SACZ の 気候学的な位 置を決 め る要因 とな っ

て い る と考 え られ る 。
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